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1 2018年度運用状況
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9.1％
（－5）

発着回数
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（　）内は、発着回数の前年度比（％）

国内線その他 0.4％（＋41）
国内線貨物便 0.2％

（－29）
国際線その他 1.1％
（＋16）

図1-1　航空機発着回数シェア（2018年度）
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図1-2　国際線路線別発着回数（2018年度）

1 航空機発着回数
　成田空港における2018年度の航空機発着回数は、
総発着回数が前年度の25万2447回を2％（4374回）
上回る25万6821回と7年連続で開港以来の最高値を
更新した。なお、国際線は4年連続で開港以来の最高
値を更新したが、国内線は運休・減便もあり2％減と
伸び率はマイナスに転じた。
　 国 際 線 は2017年 度 を3％（5452回 ）上 回る20万
4366回で、年度として初めて20万回を突破した。旅客
便においてアジア線、台湾線、韓国線などの新規乗り
入れ、新規就航、増便があったことによるもので、新規
乗り入れ航空会社は6社、既存航空会社の新規就航は
貨物専用便を含め8社11路線を数えた。
　このうち旅客便は17万8110回で、2017年度を4％

（6379回）上回り過去最高を記 録（従 来の最高は
2017年度の17万1731回）。貨物便は5％（1323回）減
の2万3308回と、伸び率は再びマイナスに転じた。
　国内線は新規就航があった一方で運休・減便もあり、
2％（1078回）減の5万2455回と、伸び率はマイナスに
転じた。
　なお、開港以来の累計発着回数は2018年度末まで
で595万1108回に達した（図1-1、表1-1参照）。

（1）国際線旅客便
　国際線旅客便の発着回数はアジア線、台湾線、韓
国線などの新規乗り入れ、新規就航、増便があったこ
とにより過去最高を記録した。新規乗り入れ航空会社
は6社5路線で、オーストリア航空のウィーン線、ノック

スクートのバンコク（ドンムアン）線、マンダリン航空
の台中線、フィジー・エアウェイズのナンディ線、タイ 
ライオンエアーのバンコク（ドンムアン）線、ベトジェッ
トのハノイ線。既存航空会社の新規就航（2018年冬
ダイヤ期間中の季節運休からの運航再開を含む）とし
ては、エア・カナダのモントリオール線、チェジュ航空
の大邱線、ロイヤルブルネイ航空のバンダルスリブガ
ワン線などがあった。
　路線別ではアジア線が7％（2837回）増の4万3152
回とさらに伸びて、2017年度に続いて4万回台をキー
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プ。太平洋線は1％（421回）減の3万4214回と伸び率
は2年連続のマイナス。中国線は前年度並み（32回増）
の2万5453回、韓 国 線 は5％（964回 ）増 の2万1315
回と3年連続でのプラス。台湾線は13％（1842回）増
の1万5490回と、伸び率は前年度の2桁のマイナスか
ら2桁のプラスに転じた。欧州線は4％（509回）増の1
万3693回と、2年連続でのプラス。香港線は2％（221
回）増の1万3507回、オセアニア線は5％（317回）増の
6116回とプラスの伸びだが、グアム線は2％（85回）減
の4618回と引き続きマイナスとなった（図1-2（1）参照）。

（2）国際線貨物便
　国際線貨物便の発着回数の伸び率は、2015年度、
2016年度と2年連続で前年度を下回った後、2017年
度では3年ぶりにプラスとなったが、運休・減便もあり、
2018年度は再びマイナスに転じた。新規乗り入れ航空
会社はなかったものの、機体整備関係に伴い、運航停
止が続いていた日本貨物航空のフランクフルト（ハー
ン）線が復便した。
　路線別では中国線が3％（227回）増の8411回と引
き続きプラスの伸びとなっているものの、太平洋線は
14％（722回）減の4475回と、2年連続のプラスから
2018年度はマイナスに転じた。香港線も9％（258回）
減の2696回と前年度のプラスから再びマイナスに転じ
た。韓国線は1％（19回）増の2636回とプラスをキープ
したが、欧州線は12％（230回）減の1616回と2年連続
でのマイナス。台湾線は17％（238回）減の1195回と伸
び率はマイナスに転じた。アジア線は15％（199回）減
の1121回と、引き続き2桁のマイナスとなった（図1-2

（2）参照）。

（3）国内線旅客便
　国内線旅客便の発着回数は、前年度比2％ （1143
回）減の5万1061回と、過去最高を記録した2017年
度から、伸び率はマイナスに転じた。ジェットスター・
ジャパンの長崎、高知、宮古（下地島）線、バニラエア
の石垣線の新規就航があったものの、関西線や那覇
線等の減便が影響した。なお、貨物便も減少したこと
などにより、国内線全体でも発着回数は、2％ （1078
回）減の5万2455回にとどまった。

（4）航空会社別
　2018年度の国際線航空会社別発着回数で、旅客便
は計40社が発着回数1000回以上となった。このうち
トップ10の航空会社では、発着回数が2017年度と比
べて増加した会社と減少した会社が、それぞれ5社ず
つとなった。
　トップの日本航空は2％（591回）増の3万33回となり

3万回の大台を記録。2017年9月に新規就航したメル
ボルン線、コナ線が通年で運航されたことやグアム線
増便などが牽引。2位の全日本空輸は2％（527回）減
の2万8810回で、エンジン点検のための減便・運休等
が影響した。3位のユナイテッド航空は5％（427回）減
の8013回。4位のデルタ航空はサイパン線・上海線の
運休や、ホノルル線の減便などにより、31％（2471回）
減の5424回と発着回数を大きく減らした。このほか、
大韓航空は微減ながら前年並み。キャセイパシフィッ
ク航空は香港線等の増便により13％（506回）増の
4361回、チェジュ航空は大邱線の新規就航などにより
31％（985回）増の4177回と2桁の伸びを示した。中国
国際航空、チャイナエアラインは微増で、ほぼ前年並
みとなった（表1-2（1）参照）。
　貨物便では、発着回数が500回以上の航空会社は
13社で、そのうち9社が前年度を上回り、前年度を下
回ったのは4社にとどまった。
　トップのフェデラルエクスプレスは1％（60回）減の
4606回で、伸び率は前年度のプラスからマイナスに転
じた。2位の全日本空輸は6％（248回）増の4449回と
伸び率は前年度のマイナスからプラスに転じて、2017
年度の3位から2位に順位を上げた。2017年度でトップ
だった日本貨物航空は、機体整備関係に伴う運航停止
などが大きく影響して、50％（2786回）減の2781回に
とどまり、順位は3位に後退した。なお、発着回数500
回以上の13社の中では、2017年3月に新規就航したア
トラスエアが、その後も便数を順調に増やしてきたこ
とから、58％（259回）増の703回と、最も高い伸びを
示している（表1-2（2）参照）。

（5）機材別
　国際線旅客便において、発着回数全体に占める
B747型機 やB747-400型機などといった大 型機 の
シェアは、年 を追うごとに減少 傾向にある。開港
時（1978年度）には半 数 近くを占めていたものの、
2018年度は2730回（シェア2％）と3000回を下回っ
た。
　B777級の中型機は、開港以来、ほぼ順調に増加し、
2018年度は12万464回（シェア68％）と12万回台に
達した。
　また、ローコストキャリア（LCC）の乗り入れ増加
等を背景に、A320型機やB737型機クラスの発着回
数は年々増加を続けている。2007年度に初めて1万
回を超えて以降、一本調子で増加。2018年度は5万
4916回（シェア31％）となった（図1-3（1）（参照）。
　貨物便も、旅客便ほど顕著ではないものの、旅客
便と同様に、大型機の漸減傾向と中型機の増加傾向
が続いてきており、B747級の発着回数は2018年度に
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は8813回（シェア38％）と、2010年度以来の8000
回に減少した。
　一方、B777型クラスについては年々増加を続けて
おり、2018年度に過去最高となる1万4408回を記録
し、シェアも60％台に達した（図1-3（2）参照）。

2 航空旅客数
　2018年度の航空旅客数は4317万5992人で、国際
線外国人旅客数が好調だったことなどにより、2017年
度を5％（223万6097人）上回って、4年連続で開港以
来の最高値を更新した（表1-1参照）。

（1）国際線旅客数
　伸び率は4年連続のプラスで前年度を7％（239万
1481人）上回る3587万691人と、これまでの最高で

あった2006年度の3418万5230人を上回って最高値
を更新するとともに、年度として初めて3500万人を突
破した。外国人旅客数が引き続き好調だったことに加
えて日本人旅客数も堅調に推移した。しかし通過客は、
アジアと北米を結ぶ直行便の増加の影響などを受け
て、引き続き減少した。

［日本人旅客数］
　伸び率は3年連続のプラスで、前年度を5％（68万
2586人）上回る1438万3005人となった。これまでの
最高値は2004年度の1935万1890人。訪日外国人旅
客数が引き続き拡大するのに伴い、航空ネットワーク
や便数等が拡大、日本人の海外旅行市場にも追い風に
なっているものとみられる。日本全体でも日本人出国
者数は、年度として最高の1924万人に達している。
　成田空港における年度内の各月の前年同月比の推

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）

日本航空 30,033 591 2
全日本空輸 28,810 －527 －2
ユナイテッド航空 8,013 －427 －5
デルタ航空 5,424 －2,471 －31
バニラエア 4,773 －903 －16
大韓航空 4,679 －29 －1
キャセイパシフィック航空 4,361 506 13
チェジュ航空 4,177 985 31
中国国際航空 3,742 10 0
チャイナエアライン 3,654 6 0
ティーウェイ航空 2,919 534 22
フィリピン航空 2,914 187 7
ベトナム航空 2,866 92 3
アメリカン航空 2,756 －140 －5
香港エクスプレス航空 2,684 328 14
中国東方航空 2,510 10 0
ジェットスター･ジャパン 2,293 113 5
タイ国際航空 2,276 182 9
ジンエアー 2,214 754 52
アシアナ航空 2,206 －415 －16

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）

エバー航空 2,196 14 1
シンガポール航空 2,190 ±0 0
エアプサン 2,185 131 6
香港航空 2,184 2 0
タイ・エアアジアX 2,061 587 40
セブパシフィック航空 1,949 496 34
スクート・タイガーエア 1,892 894 90
中国南方航空 1,878 2 0
タイガーエア台湾 1,872 128 7
春秋航空日本 1,764 308 21
イースター航空 1,602 －204 －11
エア･カナダ 1,561 －41 －3
エアソウル 1,468 960 189
カンタス航空 1,430 －16 －1
エアージャパン 1,404 660 89
マレーシア航空 1,401 154 12
アリタリア-イタリア航空 1,367 －5 0
ジェットスター航空 1,166 －66 －5
厦門航空 1,146 28 3
フィンランド航空 1,142 240 27

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）

フェデラルエクスプレス 4,606 －60 －1
全日本空輸 4,449 248 6
日本貨物航空 2,781 －2,786 －50
ポーラーエアカーゴ 2,555 145 6
ユナイテッドパーセルサービス 2,298 －36 －1
大韓航空 712 91 15
アトラスエア 703 259 58

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）

ルフトハンザカーゴ 688 16 2
エアホンコン 621 3 1
キャセイパシフィック航空 596 4 1
エアージャパン 573 －114 －17
チャイナエアライン 527 27 5
エアブリッジカーゴ 508 87 21

※前年度比は小数点以下四捨五入

表1-2　国際線航空会社別発着回数（2018年度）
（1）旅客便（1,000回以上）

（2）貨物便（500回以上）
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（参考）　航空旅客数のシェア（2018年度）

国際線外国人
41.1％
（＋11））

国内線
16.9％
（－2）

国際線日本人
33.3％
（＋5）

国際線通過客
8.7％
（－2）

旅客数
43,175,992
（＋5）

（注）（　）内は人数の前年度比（％）

図1-3　年度別機材構成比の推移

（注）1. A380…A380　2. B747級…B747-400、B747-8他　3. B777級…MD11、A340、B767、B777、A330、B787他　4. その他… A320、B737、B757他
5. （　）内の構成比は、小数点第一位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100％とならない場合がある

（1）国際線旅客便

（2）国際線貨物便

（B747級）（A380級） （B777級） （その他）

（B747級） （B777級） （その他）

（合計）

17,425回（46%）

3,785回（42%） 5,242回（58%）

6,598回（17%）

105,092回（71%）

105,702回（69%）

101,162回（67%）

108,944回（69%）

113,242回（68%）

114,680回（67%）

120,464回（68%）

13,692回（60%）

13,033回（59%）

13,869回（57%）

13,725回（58%）

13,197回（56%）

14,288回（58%）

14,408回（62%）

8回（0%）

24回（0%）

394回（2%）  

268回（1%）

21回（0%）

17回（0%）

87回（0%）

  

27,404回（18%）

31,782回（21%）

36,946回（24%）

39,517回（25%）

48,594回（29%）

53,512回（31%）

54,916回（31%）

3,807回（3%）

4,104回（3%）

2,478回（2%）

2,446回（2%）

13,900回（37%） 37,923（回）

（合計）

9,029（回）

開港時
（1978年度）

178,1102018年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2回（0%）

148,2652012年度

24,631

22,836

22,286

153,6542013年度

24,272

23,800

23,510

23,308

151,197

157,713

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

開港時
（1978年度）

2016年度

2017年度

2018年度

2012年度

2013年度

2014年度

2015年度

9,136回（40%）

9,229回（41%）

10,009回（41%）

9,807回（41%）

10,292回（44%）

10,326回（42%）

8,813回（38%）

11,962回（8%）

12,066回（8%）

10,611回（7%）

6,806回（4%）

1,593回（1%） 3,905回（2%）

2,039回（1%）

2,184回（1%）

1,500回（1%）

546回（0%）

171,731

167,334

（参考）国際線路線別出発旅客数（2018年度） （単位：百人）

路線別 出発客（人）
（ A＋B）

出国数（人）
（ A）

通過客（人）
（ B）

太平洋 36,277
（99.2）

27,039
（100.1）

9,238
（96.8）

欧州 14,729
（109.1）

14,208
（109.2）

522
（107.1）

オセアニア 6,836
（105.3）

6,178
（105.3）

657
（106.0）

グアム 4,391
（92.9）

4,059
（94.4）

332
（94.4）

アジア 45,115
（111.2）

39,080
（111.8）

6,035
（107.8）

台湾 15,113
（112.3）

14,488
（112.7）

625
（102.2）

香港 15,564
（108.0）

15,280
（108.2）

285
（98.1）

中国 20,999
（107.7）

20,467
（108.5）

532
（84.8）

韓国 19,451
（112.1）

18,887
（115.4）

564
（57.7）

アフリカ 486
（164.5）

482
（164.1）

3
（164.1）

（注）（　）内は人数の前年度比（％）
単位未満四捨五入のため合計と一致しないことがある

移を見ても、前年度を下回った月はなく、特に9月には
12％増と2桁の伸びを示した。人数ベースでも4月は約

95万人だったものの、それ以外の月はいずれも100万
人を上回っている。
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（参考）　航空貨物量のシェア（2018年度）

輸入
36.9％
（±0）

仮陸揚（積込）
14.8％
（－24）

仮陸揚（取卸）
13.5％
（－24）

貨物量
2,129,597
（－7）

輸出
34.8％
（＋6）

（注）（　）内はトン数の前年度比（％）

［外国人旅客数］
　日本全体でも訪日外国人旅客数が年度として最高の
3163万人を記録する中で、成田空港でも訪日需要は引
き続き好調で、路線・便数の拡大とともに増加し、前
年度を11％（178万7553人 ）上回る1772万9028人と、
5年連続で開港以来の最高値を更新した。
　年度内の各月の前年同月比の推移を見ると、8カ
月で2桁 台の伸び率を示し、特に6月には21％増と、
2018年度の中では最も高い伸びを示した。さらに人
数では4月に、単月としては過去最高となる170万5083
人を記録。初めて170万人を突破した。

[通過客数]
　前年度を2％（7万8658人）下回る375万8658人と
なり6年連続でのマイナスとなったが、17％減だった
2017年度に比べると減少率は落ち着きを見せている。
開港以来の最高は2004年度の669万3434人。減少の
背景にあるのは、アジア主要都市の急速な経済成長に
伴う航空需要の増大や航空機材の高性能化により、米
系航空会社による成田空港を経由しないアジアと北米
間の直行便が増加していることなど。

（2）国内線旅客数
　 前年度を2％（15万5384人 ）下回る730万5301人
で、9年連続で最高値を更新していた2017年度からは
減少したが、それでも過去第2位の旅客数となっている。
新路線としてはジェットスター・ジャパンの長崎、高知、
宮古（下地島）線、バニラエアの石垣線が就航したが、
関西線や那覇線の減便等が影響した。

3 航空貨物・取扱額
　2018年度の国際航空貨物量は、前年度比7％（15万
2500トン）減の212万9597トンとなり、伸び率は2年
連続でのプラスからマイナスに転じた。米中貿易摩擦
の長期化や両国経済の減速、日韓関係の悪化等が影
響しているものとみられる。
　このうち輸出は、6％（4万1267トン）増の74万558ト
ンとなった。2017年度からの勢いを持続し、11月まで
は各月とも1桁または2桁の伸びを記録。12月からはマ
イナスに転じたが、年度としてはプラスの伸びをキー
プした。輸入は前年度をわずかに下回る78万5766トン。
輸出と同様の傾向で、10月までは前年度を上回る月も
あったが、11月からはマイナスの伸び率が続いた。
　一方、仮陸揚貨物は積込が24％（9万7319トン）減
の31万5251トン、取卸も24％（9万2829トン）減の28
万8022トンで、合計は24％（19万148トン）減の60万
3273トンとなり、6年連続で開港以来の最高値を更新

していた2017年度からは大幅なマイナスに転じた。（表
1-3参照）。
　また、成田空港の航空貨物は金額ベース（東京税関
まとめの2018年分）で、輸出額は前年比2.6％増の11
兆4588億円と、6年連続のプラスとなった。全国の輸
出額に占める成田空港のシェアは14.1％で、前年より
0.2ポイント減少した。一方、輸入は同11.9％増と2年
連続のプラスで13兆7040億円。2桁の伸びで、全国
の輸入額に占める成田空港のシェアは16.6％と、前年
より0.4ポイント増加した。輸出入額のバランスは2兆
2452億円の赤字（輸入超過）で、8年連続での輸入超
過となっている（表1-4参照）。
　主要品目の動向で輸出では、半導体等製造装置が
10.9％増の7971億円（シェア7.0％）、科学光学機器が
5.9％増の7056億円（同6.2％）、ICが12.3％増の5046
億円（同4.4％）と順調に増加。このほか、電気回路等
の機器も9.6％増の4902億円（同4.3％）となったが、
映像記録・再生機器は38.1％減の829億円（同0.7％）
と大幅に減少した。
　輸入の主要品目では通信機が0.5％減の1兆9129億
円（同14.0％）とわずかに減少したものの、医薬品は
25.0％増の1兆5860億円（同11.6％）、ICは10.3％増の
1兆2968億円（同9.5％）と大幅な伸び。このほか、原
動機が41.0％増の6066億円（同4.4％）、電算機類が
14.7％増の1兆402億円（同7.6％）などとなっている。
　主要国・地域別の輸出で米国向けは、5.1％増の1兆
8983億円で、内燃機関の増加などにより輸出額は2年
連続での増加。EU向けは10.0％増の1兆4470億円で、
有機化合物の増加などにより3年連続での増加。アジ
アは同4.4％増の7兆1812億円と2年連続での増加。そ
のうち中国は半導体等製造装置等の増加により1.5％
増の3兆1421億円、ASEANはIC等の増加により6.0％
増の2兆1250億円と、輸出額は共に2年連続での増加
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表1-4　2018年貿易概況（確定） （単位：億円、％）

輸出額 輸入額 差引額

価額 伸び率 全国比 価額 伸び率 全国比 価額

東京港 60,398 3.0%
2年連続の増 7.4% 116,565 ▲0.4%

2年ぶりに減 14.1% ▲56,167
18年連続の輸入超過

成田空港 114,588 2.6%
6年連続の増 14.1% 137,040 11.9%

2年連続の増 16.6% ▲22,452
8年連続の輸入超過

羽田空港 3,630 ▲20.9%
2年ぶりに減 0.4% 9,826 15.2％

5年連続の増 1.2% ▲6,197
9年連続の輸入超過

管内 181,190 2.1%
2年連続の増 22.2% 271,734 6.5%

2年連続の増 32.9% ▲90,544
18年連続の輸入超過

全国 814,788 4.1%
2年連続の増 100.0% 827,033 9.7%

2年連続の増 100.0% ▲12.246
3年ぶりに輸出超過

為替レート：税関長公示レートの平均値
　　　　　　平成30年分 米ドル換算 110.50円/米ドル 平成29年：112.33円/米ドルと比べ1.6%の円高

出典：東京税関資料
注1.	 本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、

立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､ 羽田空港（羽田税関支署）､
　　	管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､柏崎港（柏崎出張所）､新潟空港（新潟空港出張所）、

酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。
注2.	「伸び率」は対前年伸び率を示す。

表1-3　航空貨物量 （単位：トン）

年  度 2013 2014 2015 2016 2017 2018

総  量 1,985,637（103） 2,076,260（105） 1,981,390（95） 2,140,075（108） 2,282,097（107） 2,129,597（97）

輸  出  575,7171（99） 634,027（110） 573,653（90） 613,564（107） 699,291（114） 740,558（106）

輸  入  799,4181（97） 750,740（94） 706,057（94） 733,520（104） 789,385（104） 785,766（100）

仮陸揚  610,502（119） 691,493（113） 701,680（101） 792,991（113） 793,421（100） 603,273（76）

（　）内は前年度比 

となった。
　一方、輸入で米国は、原動機などの増加により14.1％
増の2兆7046億円と2年連続での増加。EUは、医薬
品などの増加により13.4％増の2兆9753億円と、伸び
率は3年ぶりに増加に転じた。また、アジアは8.8％増
の6兆4061億円で2年連続での増加。そのうち中国は
電算機類などの増加により6.4％増の3兆3889億円、
ASEANは半導体等製造装置などの増加により6.2％増
の1兆6478億円となり、伸び率は共に2年連続での増
加となった（表1-5参照）。

4 給油量
　給油量は、前年度比1％（3万6043KL）減の443万
1669KLで、伸び率は5年連続のマイナスとなった。こ
れまでの最高値は2004年度の589万205KLだが、そ
の後はマイナス基調に転じている（表1-6参照）。

　航空機発着回数は2018年度において7年連続で開
港以来の最高値を更新するなど、総発着回数は増加
が続いている。一方で、LCCの増加等による機材の小
型化や低燃費化などの影響を受けて、給油量は減少
傾向を続けている。
　ちなみに10年前の2008年度と比べると、総発着回
数は19万1331回から25万6821回に34％増加。それ
に対して給油量は521万556KLから443万1669KLに
15％減少している。
　また、国際線旅客便の航空機発着回数で機種別の
シェアを見てみると、2008年度は大型機が25％、中
型機が66％、小型機などその他のクラスが10％だった。
これが2018年度では、大型機は2％に減少、中型機は
68％、小型機などその他のクラスが31％と、小型機の
シェアが10年前の約3倍に増えていることが分かる（小
数点以下を四捨五入しているため、合計が100％にな
らない場合がある）。
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主要輸出品目 品目 輸出額（億円） 伸び率（％） シェア（％）

主要品目1 半導体等製造装置 7,971 10.9 7.0

主要品目2 科学光学機器 7,056 5.9 6.2

主要品目3 ＩＣ 5,046 12.3 4.4

主要増減品目 主な品目 輸出額（億円） 伸び率（％） シェア（％）主な増減国

増加1位 半導体等製造装置 7,971 10.9 7.0 中国

増加2位 ＩＣ 5,046 12.3 4.4 シンガポール

増加3位 電子回路等の機器 4,902 9.6 4.3 米国

減少1位 映像記録・再生機器 829 −38.1 0.7 中国

主要国・地域別 輸出額（億円） 増減品目 伸び率（％）

対米国 18,983 2年連続の増 内燃機関 5.1

対EU（注3） 14,470 3年連続の増 有機化合物 10.0

対アジア 71,812 2年連続の増 4.4

対中国（注4） 31,421 2年連続の増 半導体等製造装置 1.5

対ASEAN(注5） 21,250 2年連続の増 ＩＣ 6.0

表1-5　成田空港　主要品目輸出入動向（2018年確定値）

主要輸入品目 品目 輸入額（億円） 伸び率（％） シェア（％）

主要品目1 通信機 19,129 −0.5 14.0

主要品目2 医薬品 15,860 25.0 11.6

主要品目3 ＩＣ 12.968 10.3 9.5

主要増減品目 主な品目 輸入額（億円） 伸び率（％） シェア（％） 主な増減国

増加1位 医薬品 15,860 25.0 11.6 スイス

増加2位 原動機 6,066 41.0 4.4 米国

増加3位 電算機類 10,402 14.7 7.6 中国

減少1位 通信機 19,129 −0.5 14.0 中国

主要国・地域別 輸入額（億円） 増減品目 伸び率（％）輸出入差引額（億円）

対米国 27,046 2年連続の増 原動機 14.1 −8,063

対EU（注3） 29,753 3年ぶりに増 医薬品 13.4 −15,283

対アジア 64,061 2年連続の増 8.8 7,750

対中国（注4） 33,889 2年連続の増 電算機類 6.4 −2,468

対ASEAN(注5） 16,478 2年連続の増 半導体等製造装置 6.2 4,772

出典：東京税関資料
（注） 1 輸出はＦＯＢ価格、輸入はＣＩＦ価格による。

2 伸率及び増加・減少は全て対前年比による。
3 対ＥＵの貿易額は２８ヵ国の実績。
4 対中国の貿易額には対香港及び対マカオの貿易額を含む。
5 対ＡＳＥＡＮの貿易額は１０ヵ国の実績。
6 本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。

東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、
成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､
羽田空港（羽田税関支署）､
管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､柏崎港（柏崎出張所）､ 新潟空港（新潟空港出張所）、
酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。

表1-6　給油量 （　）内は前年度比 （単位：㎘）

年  度 2013 2014 2015 2016 2017 2017

給油量 4,814,666（103） 4,616,953（96） 4,573,250（99） 4,548,549（99） 4,467,712（98） 4,431,669（99）


